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『マルシェノルド』係 まで

取材を通じて、道外消費者の北海道の食＝おいしい、

というイメージの強さには想像を上回るものがありまし

た。食への安全、健康志向の高まりのなかで、北海道の

ブランド力を活かした食産業の取り組みには、少なから

ぬ優位性と可能性を感じます。しかし、ブランドを維持

していくためには、信頼を裏切らない質の高さを管理す

る仕組みが北海道に確立されなければいけません。そこ

には、既存の、農業、水産業、食品加工業、流通業の枠

と壁を越えた地域の「食政策」があってもいいのではな

いでしょうか。雪印事件、狂牛病問題をどのように教訓

として受け止め、対応していくのか。食糧基地北海道に

とっては極めて重要な課題が投げかけられています。

（Ｓ.Ｋ）

食の世界は大きく変化しています。全国的な農地面積の

減少、輸入作物の増加、流通現場の再編、そして消費者

の生活スタイルやニーズの変化…。これらの全体像を把

握することは困難なことかもしれません。しかし、北海

道の食に対する大きな期待を裏切らないためにも、現在

の評価に甘えず、次代を見越して行動していくことが重

要です。そのためには十分なマーケットリサーチを行い、

素材を生かして、広がりのある産業として食を育ててい

かなければなりません。北海道にはその責任があると強

く感じます。（Ｍ.Ｓ）
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東京都出身。武蔵野美術短大卒業後、広告
代理店勤務などを経てフリーに。'94年札幌
へ。みとままゆこのペンネームで、水彩、
ペン、墨絵、切り絵など、さまざまなタッ
チでジャンルにこだわらず活躍中。本誌の
表紙は、毎号テーマのイメージによるオリ
ジナル作品を掲載。
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